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恩納村からの青年隊移民名簿

青年隊移民でブラジルへ渡った
安富祖秀吉さん（左）と山内盛光さん（右）

今
回
は
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
中
の
「
青
年
隊
移
民
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
年
隊
移
民
は
戦
後
の
青
年
会
活
動
と
結
び
付
い

た
移
民
で
す
。
戦
後
、
沖
縄
が
荒
廃
と
す
る
中
、
地

域
を
再
建
し
よ
う
と
各
地
域
で
青
年
た
ち
の
活
動
が

活
発
と
な
り
ま
し
た
。
一
九
四
六
年
六
月
ご
ろ
ま
で

に
は
各
字
や
区
で
青
年
会
が
結
成
さ
れ
て
行
き
ま
し

た
。
一
九
四
七
年
七
月
頃
に
は
各
市
町
村
の
青
年
会

も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
青
年
会
活
動
は「
村

お
こ
し
運
動
」
を
展
開
し
、
郷
土
の
復
興
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
沖
縄
青
年
連
合
会
は
日
本
青
年
団
協

議
会
の
活
動
に
参
加
し
、
産
業
開
発
青
年
運
動
の

実
情
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
感
銘
を
受

け
、
一
九
五
三
年
に
は
日
本
青
年
団
協
議
会
へ
加
盟
、

一
九
五
四
年
の
総
会
で
は
沖
縄
青
年
連
合
会
で
も
産

業
開
発
青
年
運
動
を

導
入
す
る
こ
と
を
決

議
し
ま
し
た
。
早
速

こ
の
年
の
十
一
月
、

産
業
開
発
青
年
隊
の

さ
き
が
け
と
な
る
隊

員
養
成
を
目
的
と
し

て
、
第
一
次
本
土
派

遣
青
年
隊
が
十
名
、

本
土
へ
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
に
は

恩
納
村
の
新
里
全
功

（
後
の
村
議
会
議
員
）

も
い
ま
し
た
。
そ
し

て
翌
年
の
一
九
五
五
年
、
沖
縄
産
業
開
発
青
年
隊
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

沖
縄
産
業
開
発
青
年
隊
は
、
将
来
、
海
外
移
民
を

希
望
す
る
青
年
、
あ
る
い
は
郷
土
の
中
堅
と
し
て
活

躍
し
よ
う
と
す
る
青
年
た
ち
に
、
毎
日
一
定
の
講
義

を
行
い
、
農
業
技
術
や
機
械
、
そ
の
他
の
技
術
を
習

得
さ
せ
、
自
主
的
な
共
同
生
活
を
通
し
て
、
良
識
あ

る
協
調
の
精
神
と
、
た
く
ま
し
い
開
拓
精
神
を
養
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し
た
。

恩
納
村
か
ら
も
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
は
三
十
四

名
（
本
土
派
遣
青
年
隊
と
女
子
青
年
隊
を
含
む
）
が

こ
の
青
年
隊
を
修
了
し
て
い
ま
す
。

一
九
五
六
年
、
日
本
本
土
の
産
業
開
発
青
年
隊

の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
計
画
の
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
各
地

の
実
情
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

一
九
五
六
年
七
月
七
日
の
琉
球
新
報
で
は
ブ
ラ
ジ
ル

調
査
を
行
っ
て
い
た
建
設
省
総
合
開
発
計
画
局
長
が

読
売
新
聞
社
あ
て
に
報
告
し
た
「
開
発
青
年
隊
は
、

第
一
陣
十
七
名
の
ブ
ラ
ジ
ル
到
着
と
と
も
に
、
早
く

も
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
、
ま
た
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
沖
縄
海

外
協
会
で
は
沖
縄
か
ら
も
青
年
を
よ
び
よ
せ
る
運
動

を
は
じ
め
た
」
と
い
う
内
容
を
伝
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
同
紙
は
七
月
三
十
一
日
に
は
「
在
伯
沖
縄
協
会

長
花
城
清
安
氏
か
ら
『
政
府
の
青
年
開
発
移
民
を
あ

ら
ゆ
る
困
難
を
排
し
て
全
面
的
に
受
入
れ
る
こ
と
を

決
定
し
た
』」と
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
じ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
〜
青
年
隊
移
民
に
つい
て
〜

氏　　名 渡 航 年 隊　　次

大 城 保 宣 1957年 第3次青年隊移民

安富祖　秀　吉 1959年 第6次青年隊移民

山 内 盛 光 1959年 第6次青年隊移民

津嘉山　朝　夫 1959年 第6次青年隊移民

金　城　永次郎 1960年 第8次青年隊移民

伊 波 興 喜 1962年 第11次青年隊移民

佐久本　嗣　文 1962年 第11次青年隊移民

04415号

山内盛光さんのパスポート　1959年7月30日付

「
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞

（
２
０
０
３
年
11
月
27
日
）」

恩
納
村
か
ら
も
先
の
三
十
四
名
の
内
七
名
が
青
年

隊
移
民
を
目
指
し
て
産
業
開
発
青
年
隊
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

村
出
身
の
山
内
盛
光
さ
ん
は
『
移
民
青
年
隊
着
伯

二
十
五
周
年
記
念
誌
』
の
中
で
、「
当
時
ま
だ
就
職
難

の
時
代
は
続
い
て
お
り
、
学
校
を
終
え
て
も
特
別
な

手
づ
る
か
、
成
績
優
秀
で
な
い
限
り
将
来
の
見
通
し

は
暗
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
、
毎
日
の
よ
う
に
ボ

リ
ビ
ア
向
け
出
発
す
る
家
族
移
民
の
ニ
ュ
ー
ス
が
よ

く
新
聞
紙
上
を
飾
り
、
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
た
移

民
青
年
隊
は
当
時
の
若
者
に
と
っ
て
充
分
に
魅
力
あ

る
存
在
で
あ
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

恩
納
村
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
計
画
の
た

め
に
こ
の
青
年
隊
に
参
加
し
た
の
は
、
大

城
保
宣
（
第
四
回
修
了
者
）
さ
ん
、
安
富

祖
秀
吉
（
第
九
回
修
了
者
）
さ
ん
、
山
内

盛
光
（
第
八
回
修
了
者
）
さ
ん
、
津
嘉
山

朝
夫
（
第
十
回
修
了
者
）
さ
ん
、
金
城
永

次
郎
（
第
十
五
回
修
了
者
）
さ
ん
、
伊
波

興
喜
（
第
十
七
回
修
了
者
）
さ
ん
、
佐
久

本
嗣
文
（
第
二
二
回
修
了
者
）
さ
ん
で
し

た
。
二
〇
一
三
年
度
に
村
誌
編
さ
ん
室
で

実
施
し
た
調
査
で
は
安
富
祖
秀
吉
さ
ん
と

山
内
盛
光
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
幸
喜
）
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